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・各部局の要求額は、人件費、繰出金及び予備費等を含んでいません。 

 

 



単位：千円、％

　　主な増減理由
・若者等活動拠点施設整備の増 １９０，０００千円
・ふるさと寄附見直しに伴う贈呈品の減 △７０，０００千円
・総合計画中間見直しにかかる増 １０，８２１千円
・誰にもやさしいまちづくり推進指針等の見直しにかかる増 ５，３１５千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○

　　　○

　  ・ふるさと寄附贈呈品

誘客・物販・交流の相乗効果の創出

誰にもやさしいまちづくりの再構築

　第八次総合計画の進捗管理等に必要な経費を計上

　　・総合計画審議会の開催、中間見直しに向けた調査分析の実施　　ほか

ふるさと寄附の促進 １１５，０００千円　
（１８４，７５０千円）

　ふるさと寄附の促進に必要な経費を計上

　  ・ふるさと寄附ＰＲ

首都圏ネットワークの強化

要求のポイント

計画行政の推進 １１，５８５千円　
（７６４千円）

要求に関する基本方針

第八次総合計画の着実な推進と市長公約の実現

子ども・若者支援の推進

飛騨高山ブランドの確立に向けた施策の強化

一般会計 275,152 423,947 148,795 54.08

企　画　部

要求額

会計名
平成２９年度
当初予算額

平成３０年度
要求額

対前年度増減額
増減率



＜教育＞

　　　○

＜商業＞

　　　○

　  ・地域資源の活用、インナーブランディングの推進

＜交流＞

　　　○

＜地域福祉＞

　　　○

　  ・ブランド力の高いものづくりの推進 

　　・飛騨高山でものづくりを志す若者の移住促進

１９，４５１千円　

　移住定住を促進するために必要な経費を計上

移住定住の促進
（１６，５４２千円）

　　・飛騨地域３市１村による首都圏における移住プロモーション等の実施

誰にもやさしいまちづくりの再構築
（４１０千円）

　　・誰にもやさしいまちづくり推進指針等の見直しに向けた調査分析の実施

（０千円）

５，７２５千円　

　誰にもやさしいまちづくりの推進に必要な経費を計上

　  ・用地等の取得、詳細設計の実施

　  ・市民や事業者等とのブランドコンセプトの共有 

飛騨高山ブランドの意識醸成と情報発信 ２６，６７５千円　
（２１，８４０千円）

　飛騨高山ブランドの確立を図るために必要な経費を計上

子ども・若者支援の推進 １９０，０００千円　

　若者等活動拠点施設の整備に必要な経費を計上



単位：千円、％

　　主な増減理由
・ハザードマップ更新による増　　　　　　　　　 １８，３６０千円
・ライフライン保全対策事業の減　　 △２７，５００千円
・選挙費の増 ６９，８９２千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜防災＞

　　　○

　　　○ 災害対策事業の推進

　　・ハザードマップの更新

　　・Ｊアラートシステムの更新

　　・災害備蓄品の購入

　　・訓練会場設営等委託

１２８，９６９千円　
（１１７，４５２千円）

　災害の発生に備え、防災体制の充実を図るために必要な経費を計上

要求に関する基本方針

行政を取り巻く環境の変化に的確に対応できる職員の育成

開かれた市政（広報広聴）による市民とのよりよい関係づくり

市の持続的な発展を可能とする市民協働と行財政基盤の強化を図るための
行政改革の推進

市民の生命・身体及び財産を災害から守るための体制整備

要求のポイント

実践的な防災訓練の実施 ４，１９２千円　
（４，１００千円）

　地震等を想定した実践的な防災訓練に必要な経費を計上

　　・より実践的な防災訓練の実施

一般会計 798,743 876,218 77,475 9.70

総　務　部

要求額

会計名
平成２９年度
当初予算額

平成３０年度
要求額

対前年度増減額
増減率



＜協働＞

　　　○

＜行財政運営＞

　　　○

　  ・自主研修、政策提案・事務改善など職員の自主的な取り組みの推進

　　　○

＜情報＞

　　　○

　  ・事務ミス防止や効率的な事務執行につながる研修の充実

３９１，０２６千円　

　情報システムの整備、運用に必要な経費を計上

電子市役所の推進
（３７７，０４５千円）

　　・情報システムの更新と維持管理

行政情報の提供と広聴事業の推進 ９５，１９８千円　
（９５，４７４千円）

　各種媒体による情報発信に必要な経費を計上

　　・広報たかやまの発行、ＦＭ放送・ＣＡＴＶ番組の制作

公共施設等総合管理計画の推進 ３００千円　
（４００千円）

　公共施設等総合管理計画（実施計画）の策定等に必要な経費を計上

職員の意識改革と資質向上の推進 ２６，０００千円　
（２２，７００千円）

　職員研修や人事交流に必要な経費を計上

　　・市民と市長の対話集会の開催



単位：千円、％

○○

・市債残高の減少及び利率見直しによる公債費の減 △２１３，２４９千円
・久々野庁舎整備の完了 △５９２，３２０千円
・久々野仮庁舎等の解体 ６２，３２２千円

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○

　行政事務の円滑な実施に必要な経費を計上

○

　公有財産の適正な管理と未利用財産の活用や処分に必要な経費を計上

　　　○

　固定資産税等の公平・公正な賦課を行うために必要な経費を計上

　　・字絵図書替

　　・家屋所在地番等調査

　　・固定資産現況調査等

　　・土地鑑定評価

　　・普通財産の管理や活用、処分のための測量業務

公平な課税と税収納率の向上 ３６，０７５千円  
（７３，４００千円）

　　・不要建物の解体

財産管理の適正化と効率的な運用 １３７，０３５千円　
（９２，４２２千円）

　　・市営墓地の管理

　　・市有施設の火災保険の加入

庁舎等の適正管理 ４８８，２５３千円　
（１，０１５，５２５千円）

　　・庁舎、公用車等の維持管理

　　主な増減理由

要求に関する基本方針

第八次総合計画の着実な推進と市長公約の実現

社会情勢の変化や行政課題に対応した財産管理の推進

公平な課税と税収納率の向上

要求のポイント

一般会計 5,902,601 5,169,635 △ 732,966 △ 12.42

財　務　部

要求額

会計名
平成２９年度
当初予算額

平成３０年度
要求額

対前年度増減額
増減率



単位：千円、％

　　主な増減理由
・まちづくり協議会への支援の拡充に伴う増　　　　　　　　２４，１０８千円
・町内会集会施設整備補助金の減　　　　　　　　　　　　△１５，２６０千円
・生涯学習施設整備工事の増　　　　　　　　　　　　　　　６５，７６０千円
・スポーツ施設の整備工事等による増　　　　　　　　　　１２５，６０３千円
・高地トレーニングエリアの整備による増　　　　　　　　　７０，２４０千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○ さまざまな形で日常的にスポーツに親しむことのできる環境づくりの推進

（　　　　）は前年度予算額

＜協働＞

　　　○

　　・人材育成等に関する講座の開催やまちづくり協議会が実施する人材育成事業への講師派遣

　　・町内会防犯灯の改修等の助成

　　　○

市　民　活　動　部

要求額

会計名
平成２９年度
当初予算額

平成３０年度
要求額

協働のまちづくりの推進

　　・講演会や講座などの開催

（２８２，０７０千円）

（１，２２２千円）
男女共同参画の推進

要求のポイント

　第４次高山市男女共同参画基本計画の着実な推進を図るために必要な経費を計上

一般会計 1,066,004 1,367,245

１，２４２千円　

　　・まちづくり協議会による地域の課題解決に向けた取り組みへの支援

　　・市民活動団体への助成

要求に関する基本方針

　　・ワーク・ライフ・バランスの推進

対前年度増減額

　地域づくり活動及び市民活動の促進と協働の推進に必要な経費を計上

301,241 28.26

２８７，１１９千円　

増減率

協働のまちづくりによる地域課題の解決の推進

平和に関する市民の取り組みの促進

豊かで活力あるまちづくりに活かされる生涯学習の推進

市民自ら自発的・主体的に創造する新たな文化芸術の振興



＜交流＞

　　　○

＜生涯学習＞

　　　○ 生涯学習の推進

＜文化芸術＞

　　　○ 文化芸術の振興

　文化芸術の市民生活への浸透と文化芸術の振興を図るために必要な経費を計上

　　・市民の自主的な文化芸術活動に対する支援

　　・飛騨高山文化芸術祭こだま～れ2019プレイベントの実施

　　・飛騨高山臥龍桜日本画大賞展の開催

　　・美術展覧会等の開催

　　・子ども夢創造事業（文化芸術）の実施

　　・文化芸術鑑賞事業の実施

＜スポーツ＞

　　　○

　スポーツ機会の提供や競技力向上などに必要な経費を計上

　　・全国高等学校総合体育大会の開催

　　・子ども夢創造事業（スポーツ）の実施

　　・スポーツ教室の開催及びスポーツ指導者の養成

　　・スポーツ少年団、スポーツ大会開催に対する支援

　　　○

　スポーツ施設の整備や維持管理に必要な経費を計上

　　・スポーツ施設の整備と維持管理

　　・中山公園陸上競技場３種公認整備

　　　○

　高地トレーニングエリアの整備や利用促進のために必要な経費を計上

　　・高地トレーニングエリアの施設整備と利用促進

　　・トップアスリート受入体制の整備

（２１４，２０２千円）

（２６，７７７千円）

６４，４２６千円　

４７１，８９５千円　

５，４３８千円　
（２，７１６千円）

スポーツ活動の充実

（３９８，５３２千円）
　生涯学習機会の提供や生涯学習施設の維持管理に必要な経費を計上

　３０，３７３千円　

　　・子ども夢創造事業（科学）の実施

　　・生涯学習施設の整備と維持管理　

　平和に関する意識の高揚を図るために必要な経費を計上

（６３，６８０千円）

平和に関する意識の醸成

スポーツ施設の整備 　　　　　　　　　３５２，７７８千円　

高地トレーニングエリアの充実 　１０１，０６５千円　
（２０，７３４千円）

　　・平和首長会議国内加盟都市会議総会の開催

　　・高山市平和の日や平和都市宣言の啓発

　　・地域づくりにつながる学習機会の提供



単位：千円、％

　　主な増減理由
・障がい福祉サービス給付費の増　　　　　 ７３，８００千円
・児童福祉施設整備費助成事業費の増 ３２２，１０７千円
・障がい児通所支援事業費の増　　　　　 ７１，２５３千円
・私立保育所運営費等助成事業費の増 ７０，６７６千円
・福祉医療給付事業費の減 △６３，７９０千円
・国府児童館整備費の減 △１７２，９４６千円
・居宅介護サービス給付費の増（介護保険事業） １５２，６００千円

　　　○ 住み慣れたまちに快適に安心して住み続けるための支援

　　　○ 子どもが健やかに育つ環境整備の推進

　　　○ 介護予防の推進及び安定した介護サービスを提供する体制の整備

（　　　　）は前年度予算額

＜地域福祉＞

　　　○ 総合的な相談支援

　福祉サービス総合相談支援センターの設置に必要な経費を計上

　　・一般相談、生活困窮者相談、障がい者（児）相談

　　　○ 低所得者への支援

　適切な生活保護制度運営に必要な経費を計上

　　・生活保護受給者への支援

６４０，００１千円　
（６４０，００１千円）

会計名
増減率

一般会計 9,060,565 9,641,181 580,616 6.41

要求のポイント

（２３，８２４千円）

福　祉　部

要求額

平成２９年度
当初予算額

平成３０年度
要求額

対前年度増減額

168,999 1.789,498,902 9,667,901介護保険事業特別会計

要求に関する基本方針

２３，３９９千円　



＜障がい者福祉＞

　　　○ 障がい者が安心して快適に暮らせる環境づくり

　障がい福祉サービス等の提供に必要な経費を計上

　　・制度改正に伴う障がい福祉サービスの拡充

　　・障がい者就労支援事業の実施

＜児童福祉＞

　　　○

　子どもの発達支援のための経費を計上

　　・障がい児の通所に対する支援

　　　○ 安心して子育てができる環境の整備

　子どもが健やかに育つ環境づくりに必要な経費を計上

　　・児童館、つどいの広場などの運営

    ・多世代同居を開始するための住宅改修等に対する助成

　　・夜間保育の実施

　　　○ 良好な保育環境の確保

　良好な保育環境の確保に必要な経費を計上

　　・私立保育所１６か所、公立保育所９か所

　　・私立保育園の整備に対する助成

＜高齢者福祉＞

　　　○

　高齢者の安全で安心な生活や生きがいづくりを支援するための経費を計上

　　・買い物、通院などの日常生活に対する支援

　　・長寿会に対する助成

　　・住宅のバリアフリー改修や屋根融雪装置の設置に対する助成

　　・温泉保養施設等の利用に対する助成

　　・介護人材の確保に対する支援

　　　○

　老人福祉施設の運営・維持管理に要する経費を計上

　　・福祉センター等の運営　ほか

○

　介護認定、保険料の賦課徴収、介護給付に必要な経費を計上

　　・介護サービス等の給付、介護認定審査会の開催

　　　○

　高齢者の介護予防、包括的支援体制の整備に要する経費を計上

　　・地域包括支援センターの委託

　　・要支援者等に対する介護予防・生活支援に関する事業の実施

　　・高齢者健康教室の開催、自主活動の支援、認知症施策の推進

　　・在宅で介護する家族に対する支援

介護予防の推進及び包括的な支援の実施 ４９２，７３６千円　

老人福祉施設の運営 １１２，０７５千円　

（２５８，１９６千円）

（５１１，１７６千円）

２４９，５７３千円  

（１１９，４１６千円）

健全な介護保険事業の運営 ９，１６２，５５３千円　
（８，８９２，００９千円）

２，９１６，８５３千円　

子どもの健全な発達支援 ３５１，７３３千円　

（２，２８９，１６２千円）

３１７，８７９千円　
（４３８，８１０千円）

（１，９５１，６３９千円）
                    ２，０４７，１０８千円　

（２８０，４８０千円）

高齢者の安全で安心な生活の支援



単位：千円、％

　　主な増減理由
・中核病院整備費助成事業の減　　　　　　　　　　　  △２００，０００千円
・火葬場建設事業費の増　　　　　　　　　　　　　　　　　１６，３４７千円
・後期高齢者医療負担金の増（一般会計）　　　　　　　　　２７，６１０千円
・国民健康保険制度の県単位化に伴う減　　　　　　△１，６６６，４７１千円
・電子カルテシステムの整備による増　　　　　　　　　　　　５，６４３千円　　　 
・後期高齢者医療広域連合納付金の増　　　　　　　　　　１１１，３７０千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

<生活環境>

○

　市営火葬場の維持管理に必要な経費を計上

○

　火葬場の建設準備に必要な経費を計上

　　・新火葬場建設検討委員会の運営

国民健康保険事業
特別会計（事業勘定）

（５７，３３０千円）

　　・火葬場の設備改修と維持管理

新火葬場建設の推進 ２７，５１３千円　

1,148,528 1,263,455 114,927

国民健康保険制度の県単位化への対応

地域医療体制の確保

市　民　保　健　部

要求額

要求に関する基本方針

会計名

11,551,145 9,591,749 △ 1,959,396

増減率

後期高齢者医療
事業特別会計

平成２９年度
当初予算額

平成３０年度
要求額

対前年度増減額

1,904,279 1,780,631 △ 123,648 △ 6.49一般会計

10.01

170,412 192,702

（１１，１６６千円）

△ 16.96

火葬場の運営 ５３，８０５千円　

国民健康保険事業
特別会計（直診勘定） 22,290 13.08

健康増進の推進

新火葬場建設の推進

要求のポイント



＜保健＞

○ 市民の健康意識の醸成と健康増進の推進

　市民の健康増進のために必要な経費を計上

　　・妊産婦支援体制の整備

　　・運動による健康づくりの推進等健康意識の醸成

　　・健康診査、がん検診の実施

　　・予防接種の実施

　　　○ 後期高齢者の健康増進の推進
　
　後期高齢者の健康増進のために必要な経費を計上

　・すこやか健診及びさわやか口腔健診の実施

＜医療＞

　　　○

　医師確保のための環境整備や救急医療体制の確保に必要な経費を計上

　　・休日診療所の運営

　　・２４時間電話医療相談

　　・在宅当番医制、病院群輪番制、救命救急センターの運営に対する助成

　　・非常勤医等の確保、高度医療機器の整備等に対する助成

　　・直営診療所の運営

　　　○

　・県単位化後における円滑な運営

＜行財政運営＞

　　　○ マイナンバー（個人番号）カードの普及促進

　・マイナンバー（個人番号）カードの交付体制の確立と申請の啓発

　・各種証明書のコンビニ交付の利用啓発

（２２，６９８千円）

（６３１，７５７千円）

国民健康保険制度の県単位化への対応 ９，５９１，７４９千円　
（１１，５５１，１４５千円）

　国民健康保険事業の円滑な運営に必要な経費を計上

　・特定健康診査の受診率向上に向けた取り組みなど保健事業の推進

１５，４０１千円　

（４３，９８０千円）

　　  　５４１，２３２千円
　   （５１８，２７７千円）

地域医療及び救急医療体制の確保 ４６５，１１８千円　

４５，４６０千円　



単位：千円、％

　　主な増減理由
・乗鞍山麓五色ヶ原の森新ルート整備事業の減 △１１２，４３７千円
・ごみ処理施設維持管理費の増 ２１６，６７６千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

<地球環境>

　　　○ 自然エネルギー活用日本一を目指したまちづくりの推進
４７，５１７千円　

（４９，４２３千円）
　自然エネルギー活用の普及促進に必要な経費を計上

　　・自然エネルギー活用の普及啓発

　　・積まマイカーの運行によるエネルギーの地産地消の促進

　　・ペレット、薪、チップなど木質バイオマスストーブ、ボイラーの導入支援

　　・地域主導による自然エネルギーの活用支援

　　　○ 地球温暖化対策の推進 ９，４５５千円　
（６，１５０千円）

　地球温暖化対策の推進に必要な経費を計上

　　・クリーンエネルギー自動車の普及促進

　　・省エネルギー化の促進による低炭素社会の実現

自然公園の適正管理による安全で快適な利用の推進

要求のポイント

ごみ処理施設の適正な維持管理

自然エネルギーによるまちづくりの推進

要求に関する基本方針

自然と共生するまちを目指した生物多様性保全の推進

公害の発生防止

環　境　政　策　部

要求額

会計名
平成２９年度
当初予算額

平成３０年度
要求額 増減率

1,229,059一般会計

対前年度増減額

17.261,048,108

地球温暖化対策の推進による温室効果ガス排出の削減

180,951



　　　○ 生物多様性保全の推進 １０，１３６千円　
（１３，２０５千円）

　自然環境の保全や生物多様性保全の意識啓発に必要な経費を計上

　　・乗鞍山麓五色ヶ原の森等を活用した自然環境学習

　　・いのちの森づくり（苗木植樹等）

　　・特定外来植物（オオハンゴンソウ等）の防除

　　　○

　　・乗鞍山麓五色ヶ原の森の利用促進

　　・山岳トイレの整備に対する助成

　　・ジオパーク、ユネスコエコパークの推進

　　　○ 快適に暮らせる環境の整備

　公害発生の防止に必要な経費を計上

　　・河川水質の監視、騒音・悪臭苦情にかかる調査

　　　○ 資源循環型社会の実現

　ごみの収集、焼却、埋立、減量化、資源化や施設の維持管理等に必要な経費を計上

　　・小型家電の資源化

　　・長期修繕計画に基づくごみ焼却施設の保守点検

１，０１３，８７３千円　
（７４６，６７４千円）

１３９，７３４千円　

　自然公園等の保全と利用の推進に必要な経費を計上

（３，９８０千円）
５，３９４千円　

自然公園の保全と活用
（２２３，３２６千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・県営土地改良事業費の増 ７，３５０千円
・地籍調査費の増 ２６，０００千円
・緑の保全事業費の減 △５０，０００千円
・繁殖牛舎整備費助成事業費の増 ６７，１１８千円

　　　○ 活気ある第一次産業産地づくりと担い手の育成・確保

　　　○ 地域ぐるみでの農地・施設の保全と鳥獣被害対策の推進

　　　○ 国際大会の開催等による農産物のブランド化の推進

　　　○ 森林施業の集約化や森林環境の保全の促進

　　　○ 繁殖雌牛等増頭の推進

（　　　　）は前年度予算額

＜農業＞

　　　○

　　　○

増減率

1,893,096 1,938,485 45,389 2.40

30,700 28,294 △ 2,406 △ 7.84
地方卸売市場
事業特別会計

要求に関する基本方針

一般会計

会計名

農　政　部

要求額

平成２９年度
当初予算額

平成３０年度
要求額

対前年度増減額

要求のポイント

農産物のブランド化の推進 ３０，１８３千円　
（２７，１０４千円）

　米・食味分析鑑定コンクール国際大会の開催に必要な経費を計上

農作物獣害防止対策の推進 １０７，５０２千円　

　鳥獣による農作物への被害を防止するために必要な経費を計上
（１３９，３２０千円）

　　・地域ぐるみの鳥獣被害防止活動や侵入防止柵の整備等に対する助成

　　・捕獲技術者の育成・確保に対する助成



　　　○

＜林業＞

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　林地台帳の整備に必要な経費を計上

＜畜産業＞

　　　○

　　・経営開始した青年就農者に対する給付金の支給

（１５１，１９３千円）
　森林境界の明確化に必要な経費を計上

増頭への支援

生活環境保全林の整備

　　・機械、施設整備導入に対する助成

地籍調査の推進 １７７，１１７千円　

４４，３６０千円　
（２０，０３４千円）

倒木処理支援の推進 ４９，０００千円　
（１４０，０００千円）

　災害防止のための倒木処理支援に必要な経費を計上

　農業の担い手支援のために必要な経費を計上

　　・耕作放棄地解消の推進

農業の担い手の育成・確保 １６３，９３５千円　
（１６６，５５０千円）

３３，１１０千円　
（２０，０９０千円）

　施業の集約化や森林整備のための地域活動支援に必要な経費を計上

　　・人工授精に関わる器材整備

　増頭支援に必要な経費を計上

１３１，７９５千円　

　　・繁殖牛舎等の建設に対する助成

　生活環境保全林を主体とした観光道路沿線の景観整備に必要な経費を計上

（６２，３３０千円）

森林施業集約化等の促進



単位：千円、％

　　主な増減理由
・若者定住促進事業の増 ３８，３２２千円
・市制度資金融資預託金等の減 △９６，４００千円
・企業誘致対策事業費の減 △２３，１５６千円
・観光動態に係る調査等の実施に伴う増 １０，７３６千円
・観光施設等の整備に伴う増 ２３６，５８１千円

　　　○ 中小企業の経営の安定化のための融資事業の推進

　　　○ 起業家の増加に向けた受入環境の整備

　　　○ 地域経済構造の分析

　　　○ 伝統的工芸品産業等の技術の継承、後継者育成に向けた施策の推進

　　　○ 中心市街地の活性化に向けた施策の推進

　　　○ 企業誘致対策の推進

　　　○ 労働力確保に向けた施策の推進

○ 時代を先取りした観光地づくりの推進

　　　○ 利用者の満足度向上や安全管理のために必要な観光施設の整備

（　　　　）は前年度予算額

＜商業＞＜工業＞＜労働＞

　　　○

　中小企業者、勤労者向けの低利融資の実施に必要な経費を計上

　　・小口融資、経営安定特別資金融資

　　・勤労者生活安定資金融資

商　工　観　光　部

要求額

会計名
平成２９年度
当初予算額

平成３０年度
要求額

対前年度増減額
増減率

要求のポイント

要求に関する基本方針

観光施設事業
特別会計 98,429 153,702 55,273 56.16

一般会計 2,554,712 2,674,585 119,873 4.69

中小企業等融資事業の推進 １，３３５，６０１千円　
（１，４３２，００１千円）



　　　○

　起業家の育成・支援に必要な経費を計上
　　・起業家に対する支援、創業支援資金融資
　　・タウンマネージャー育成、インキュベーション施設の運営

　　　○ 地域経済構造の分析

　地域経済構造分析を活用した施策立案等の経費を計上
　　・地域経済構造分析を活用した施策の立案

＜商業＞＜工業＞

　　　○

　地場産品等の積極的な宣伝・販路拡大に必要な経費を計上
　　・飛騨高山展開催事業に対する支援
　　・飛騨高山フェアinイオンの開催

　　　○

　伝統的工芸品産業等の振興、後継者育成等に必要な経費を計上
　　・後継者育成事業、伝統的工芸品産業団体に対する支援
　　・飛騨高山の名匠認定

＜商業＞

　　　○

　にぎわいのある商業空間の形成と中心市街地の活性化に必要な経費を計上
　　・まちづくり会社が行う中心市街地活性化事業に対する支援
　　・商店街振興に資する事業に対する支援

＜工業＞

　　　○

　企業誘致の推進に必要な経費を計上
　　・サテライトオフィス等を活用した企業誘致活動

＜労働＞

　　　○

　ＵＩＪターン就職する若者への支援に必要な経費を計上
　　・ＵＩＪターン就職者に対する家賃・奨学金返済支援
　　・地元就職に対する支援

＜観光＞

　　　○

　観光宣伝、高山祭、各種イベントなど、誘客に必要な経費を計上
　　・広域連携誘客宣伝事業の推進
　　・飛騨高山ウルトラマラソンの開催
　　・観光関連団体の誘客宣伝事業等に対する助成
　　・若年層の合宿やゼミ宿泊誘致に対する助成
　　・山岳観光の推進
　　・観光動向調査等の実施

　　　○

　温泉施設、キャンプ場、スキー場等の運営及び施設整備等に必要な経費を計上
　　・観光施設の運営、整備

地場産品の販売促進活動の推進 ２１，２９２千円　
（２０，９５０千円）

６，４０３千円　
（１２，０７０千円）

（２４２，４７０千円）

観光施設の運営 ６２９，４１４千円　
（３９２，８３３千円）

誘客宣伝の実施 ２６２，７９９千円　

（８９，０５０千円）
若者定住の促進 １２７，３７２千円　

（１０９，３００千円）

（５２，２１５千円）

中心市街地の活性化 ４９，１２３千円　
（４７，３００千円）

企業誘致対策の推進 ８６，１４４千円　

起業家の受入環境等の整備 ８３，８７０千円　
（９６，５００千円）

伝統的工芸品産業等の振興 ５２，２８０千円　



単位：千円、％

　　主な増減理由
・多言語観光パンフレット印刷費の増　            ５，４２３千円
・派遣職員の帰任及び赴任に伴う増　                        ９，７０３千円

　　　○ 効果的な誘客プロモーション事業の展開と受入体制の強化

　　　○

　　　○ 姉妹友好都市等との交流推進

（　　　　）は前年度予算額

＜海外戦略＞

　　　○ 海外からの誘客促進 ７２，７１２千円　

　　・多言語観光パンフレット(英語・中文繁体字)の全面改訂

　　・旅行満足度に関するヒアリング(定性)調査（新規）

　　・滞在しやすい環境の整備（公衆無線LANの運営、多言語マップの作成など）

　　・官民協働、広域連携による効果の高い誘客プロモーション事業の展開

＜交流＞
　　　○ 海外との交流推進 ３４，６３７千円　

　　・海外姉妹・友好都市等への市民派遣

　　・国際交流員の招致、姉妹・友好都市からの研修員受入

　　・民間交流団体への支援

海  外  戦  略  部

要求額

会計名
平成２９年度
当初予算額

平成３０年度
要求額

対前年度増減額
増減率

要求に関する基本方針

一般会計 91,360 107,349 15,989 17.50

海外販売促進のための事業者への支援

要求のポイント

（５５，７５０千円）

（３５，６１０千円）

　外国人観光客の誘客促進、受入体制の強化に必要な経費を計上

　海外の姉妹・友好都市との交流を推進するために必要な経費を計上



単位：千円、％

　　主な増減理由
・景観まちづくり刷新事業推進による増 ８４７，７００千円
・高山駅周辺土地区画整理事業の減 △２，３３９，６５０千円

　　　○

　　　○ 道路などの安全性確保と道路網の健全な維持（地域要望への対応）

　　　○ まちなかの景観刷新と良好な景観の保全と創出の推進

　　　○ 秩序ある土地利用の推進

　　　○ 空家等対策の推進

（　　　　）は前年度予算額

＜道路＞

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

基　盤　整　備　部

要求額

会計名
平成２９年度
当初予算額

平成３０年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 5,709,883 4,299,432 △ 1,410,451 △ 24.70

　　・村上田頃家線（村上橋）、千島線、千島松本線、上切中切２号線ほか

除雪対策事業の推進 ７２３，４６６千円　
（６９７，２００千円）

要求に関する基本方針

３７９，９８２千円　
（４１１，０５０千円）

要求のポイント

街路事業の推進 ３０，１６５千円　
（３２４，７５４千円）

　道路交通の円滑化と魅力ある市街地創出のための街路整備に必要な経費を計上

　道路交通の円滑化を図るための道路新設改良に必要な経費を計上

　　・松之木千島線、高山駅東口線

道路新設改良事業の推進

高速道路網、地域間連絡道路網の整備促進による道路利用者の快適性向上

道路維持修繕事業の推進 ７１６，３００千円　
（４８３，０００千円）

　道路の安全性確保や道路網の維持に必要な経費を計上

　　・道路修繕、側溝修繕、舗装修繕、橋りょう修繕

　冬期間の交通確保を図る除雪対策に必要な経費を計上

　　・歩車道除雪委託、融雪剤購入、消融雪側溝整備、除雪車両の購入



＜防災＞

　　　○

＜景観＞

　　　○

　　　○

＜土地利用＞

　　　○

＜住宅公園＞

　　　○

　　・長寿命化修繕計画に基づく橋りょうの耐震補強を実施
  　  （天神橋、聖橋、深谷橋ほか）

空家等対策の推進 ２９，０００千円　
（　　　－　　千円）

秩序ある土地利用の推進 ３１，３００千円　

　空家等の適正管理の促進に必要な経費を計上

良好な景観の保全と創出の推進 ３６，０００千円　
（１５，０００千円）

　市街地景観保存区域の景観保存の推進に必要な経費を計上

　　・景観町並保存のための修景に対する支援

（１４５，０００千円）
　地震に強いまちづくりの推進に必要な経費を計上

橋りょう耐震補強事業の推進 １４３，５００千円　

　　・都市計画に関する調査等の実施

景観まちづくり刷新事業の推進 ８７９，７００千円　
（３２，０００千円）

　まちなかの景観刷新に必要な経費を計上

　　・上一之町花里線電柱地中化

　　・宮川人道橋の新設

　　・本町線舗装修繕、上二之町大新町線側溝修繕　ほか

　今後の土地利用方針の検討に必要な経費を計上

  景観計画及び歴史的風致維持向上計画の推進に必要な経費を計上

（　　　－　　千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・有収率改善対策の増（上水） ２０，７００千円
・六厩浄水場基幹改良事業費の増（上水） １５５，８８０千円
・宮川終末処理場の焼却炉等建設事業費の増（下水） ９４，２０４千円

○ 安全・安心な水を安定して供給するための施設整備及び経営の安定化

○ 安全・安心な水を安定して供給するための水源の保全

○ 生活環境の向上と公共用水域の水質保全

○ 地域の特性に応じた下水処理施設の整備及び水洗化の普及

（　　　　）は前年度予算額

＜上下水道＞

　　○ 施設の耐震化と遠方監視機能の充実

　安全・安心な水を安定して供給するための施設整備に必要な経費を計上
　　・施設の耐震化整備、遠方監視装置整備　ほか

　　○ 基幹管路の耐震化と老朽管布設替の推進 ６１８，７０８千円　
（６６６，０２９千円）

　安全・安心な水を安定して供給するための施設改良に必要な経費を計上
　　・基幹管路の耐震化整備
　　・老朽管の布設替工事
　　・道路改良及び下水道整備に伴う布設替工事

３８５，２３０千円　
（２３９，９６４千円）

一般会計

要求に関する基本方針

要求のポイント

224,746 251,058

増減率

1.99

1.23

会計名

3,835,618

水　道　部

要求額

平成２９年度
当初予算額

平成３０年度
要求額

対前年度増減額

3,911,796
下水道事業
特別会計 76,178

26,312 11.71

農業集落排水
事業特別会計 620,818 628,441 7,623

3.18
水道事業
会計 3,207,677 3,309,759 102,082



　　○ 配水施設整備（拡張）の推進 ７２，６７８千円　
（９０，４０１千円）

　安全・安心な水を安定して供給するための配水施設整備に必要な経費を計上
　　・配給水区域の再編（江名子）
　　・未給水地区の解消

　　○ 有収率改善対策の推進

　水道施設利用の有効性向上を図るため有収率の改善に必要な経費を計上
　　・漏水調査及び改善

　　○

　　　　 　生活環境の向上及び水質環境の保全を図るため下水処理施設整備に必要な経費を計上
　　・宮川終末処理場焼却炉の建設
　　・マンホール蓋の更新
　　・下水道処理区再編整備に向けた調査

　　○

　　　　 　生活環境の向上及び水質環境の保全を図るため下水処理施設整備に必要な経費を計上
　　　　　 　　・管きょ布設（国府町三川地区、奥飛騨温泉郷中尾地区）

　　・下水処理施設の長寿命化工事（平湯地区ほか）

　　○ 農業集落排水施設の機器の長寿命化及び更新

　　　　 　農業集落排水処理施設の設備・機器の長寿命化及び更新に必要な経費を計上
　　　　　 　　・農業集落排水処理施設の長寿命化工事

○ 地方公営企業法の適用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　地方公営企業法適用に向けた準備に必要な経費を計上
　　・下水道事業の固定資産調査及び評価
　　・農業集落排水事業の固定資産調査及び評価

２４９，６４６千円　
特定環境保全公共下水道の管きょ布設、処理施設更新

（２５６，７１９千円）

（４１，０２１千円）
５０，９５２千円　

２３，７００千円　
（３，０００千円）

下水処理場の整備、管きょ布設

６４，５００千円　
（８０，０００千円）

１，１１５，９５６千円　
（１，００３，５４１千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・施設整備にかかる基金の予算積立額の増              　４００，０００千円
・一時借入金利子の減　                                  △８，０００千円

　　　○ 効率的な基金及び歳計現金の運用   

　　　○ 合理的な会計事務の推進　

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○

　公金管理の効率化（新規）

　　　○

　基金の効率的な積立運用

適正な会計事務の実施

会計名

1,802,150 2,186,566 384,416

要求のポイント

（１，６４５千円）

（１，７９０，５０５千円）

会　計　室

要求額

平成２９年度
当初予算額

平成３０年度
要求額

対前年度増減額

２，３０９千円　

要求に関する基本方針

増減率

一般会計

　歳計現金の適正な管理

より有利で安全な基金の運用 ２，１８２，２５７千円　

21.33

　効率的な出納事務遂行のための職員研修会の実施



単位：千円、％

　　　○ 市民の視点に立った公平公正な監査等の充実

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○

監　査　委　員　事　務　局

要求額

会計名
平成２９年度
当初予算額

平成３０年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 7,473 7,911 438 5.86

要求に関する基本方針

要求のポイント

適正な行財政運営に資する監査等の実施 ６，１７７千円　
（６，２０３千円）

　監査等の充実に必要な経費を計上



単位：千円、％

○○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○ 円滑な議会運営 ３１，９２２千円　
（３０，０４１千円）

　議会運営に必要な経費を計上

　　・政策提言の実施

　　・議会広報紙の発行

　　・議会情報及び会議録の公開（ホームページ等）

　　・議会基本条例の推進

要求に関する基本方針

要求のポイント

　　・議会審議の中継（ホームページ・ＣＡＴＶ等）

市民にとって、わかりやすく開かれた議会運営

増減率
会計名

　　・市民意見交換会（地域別・分野別）の開催

31,922 1,881 6.26一般会計

　　・議会・委員会等の開催

議　会　事　務　局

要求額

平成２９年度
当初予算額

平成３０年度
要求額

対前年度増減額

30,041



単位：千円、％

　　主な増減理由
・小中学校校舎大規模改修事業費の増 １４５，３９５千円
・小中学校施設の維持管理経費の増 １１７，４３７千円
・情報機器を活用した教育の推進に要する経費の増 ６，３９７千円
・幼児教育の充実に要する経費の増 ４０，５５０千円
・障がい児への支援強化に必要な経費の増 ４６，５００千円
・伝統文化交流拠点施設整備の完了に伴う減 △２５３，９５７千円
・ユネスコ無形文化遺産登録記念事業に係る経費の減 △２０，０００千円
・文化財施設の維持管理経費の増 ３０，５６６千円

　　　○ 教育の質や教育力の向上と、地域全体による郷土教育の推進

　　　○ 学びのセーフティネットの構築

　　　○ 地域文化の継承や歴史的町並保存の推進

（　　　　）は前年度予算額

＜学校教育＞

　　　○

　　・次期学習指導要領に添った学習の充実（道徳教科化）
　　・個別指導体制の充実
　　・特別支援教育の充実
　　・外国語教育の充実
　　・あたたかな人間関係づくりのための心理検査の実施
　　・就学援助費の支給時期の見直し

　　　○

　　・教育系情報機器の設置

教　育　委　員　会

要求額

平成２９年度
当初予算額

平成３０年度
要求額

対前年度増減額
増減率

会計名

学校給食費
特別会計

要求に関する基本方針

要求のポイント

　　・教材備品の購入

378,000 377,400 △ 600 △ 0.16

教育の充実 ２８５，９３８千円　
（２２９，１０２千円）

　教育の充実に必要な経費を計上

９１，９２６千円　
（８８，１３０千円）

　教育環境の整備に必要な経費を計上

一般会計 2,045,601 2,264,072 218,471 10.68

　　・郷土教育（リーダー育成のためのキャリア教育）の推進

教育環境の整備



　　　○

　学校施設等の安全・安心・快適な環境整備に必要な経費を計上

　　・学校施設の大規模改修（本郷小、清見中学校校舎）

　　・スクールバスの更新

○

　　・子ども子育て支援新制度への対応

　　・私立高等学校、短期大学等に対する支援

　　・高校通学等に対する支援

　　　○

　　・安全・安心でおいしい学校給食の提供

　　・学校給食センターの運営

　　・調理用機械器具の設置、施設の維持管理

＜文化＞

　　　○

　　・ユネスコ無形文化遺産等継承支援

　　・ふるさと伝承記録整備

　　・伝承芸能保存団体に対する助成

　　　○

　歴史的な町並み保存の推進に必要な費用を計上

　　・伝統的建造物群保存地区保存対策に対する助成

　　・伝統的建造物群保存地区防災対策に対する助成

　　・歴史的建造物群耐震化対策事業

　　　○

　歴史・文化を活用した地域づくりの推進に必要な経費を計上

　　・伝統文化交流拠点施設（旧森邸等）の維持管理

　　・私立幼稚園の就園に対する支援

安全・安心・快適な学校施設等の整備 ６６２，０４４千円　

幼児教育、高等教育の充実
（１１６，０００千円）
１６６，３６１千円　

　幼児教育、高等教育の充実に必要な経費を計上

（４００，０００千円）

５４，１７９千円　

安全・安心で魅力ある学校給食の提供 ６１２，０３６千円　

（２７７，５７０千円）
歴史・文化活用の推進

　地域の文化継承に必要な費用を計上

（８０，６６０千円）
歴史的町並み保存の推進 ８０，９９４千円　

（５７７，５４９千円）

（２２，７６０千円）

　児童生徒の心身の健全な発達を図るために必要な給食運営経費を計上

地域文化継承への支援 ２，７８４千円　



単位：千円、％

　　主な増減理由
・消防車両更新等に伴う増 ４０，９０６千円
・消防資器材整備等に伴う増 １２，９３７千円
・消防水利施設整備・維持管理に伴う増 １１，５２３千円

　　　○

　　　○
及び団員の士気高揚、団員の確保

（　　　　）は前年度予算額

＜消防＞

　　　○

　消防車両の更新に必要な経費を計上

　　・消防団ポンプ付積載車

　　　○

　防災体制の充実を図るための資器材整備

　　・消防資器材の購入

　　・景観向上のための初期消火資器材格納箱塗装

　　　○

　防災体制の充実を図るための水利施設整備

　　・耐震性防火水槽の整備

　　・防火水槽・消火栓の維持管理

消　防　本　部

要求額

平成２９年度
当初予算額

平成３０年度
要求額

対前年度増減額
増減率

（２８，０２０千円）
４７，３２４千円　

要求に関する基本方針

市民の安全・安心を確保するための消防装備等の充実強化

水利施設の整備

（１８，２００千円）

（１１１，０００千円）

　　・高規格救急車、消防ポンプ車

消防資器材の整備 ３２，８８６千円　

会計名

11.55一般会計 612,649

消防団員等の安全確保と消防団施設や資器材の整備による団活動の充実

要求のポイント

消防車両の更新

683,429 70,780

１５１，９０６千円　
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